
名
嘗
教
授
)
一
通

ス
コ
ミ
の
側
に
も
「
村

を
掲
も
、
歴
史
穆
正
キ
義
を
居

識
麗
し
ま
成
立
関
周
年
の
日
本
政
譜

濡

醤

重

さ

を

撃

て

痛

壁 
9

中
国
は
世
界
銀
粁
基
準

の

革

審

国

入

り

を

筆

さ

ら

に

、

警

は

画

一

に
ク
リ
ア
し
そ
う
(
幻
年
有
ゐ
薬
改
革
3
カ
年
行
動 

の
1
人
当
た
り 
G
D
P
1

・
お
万
ド
ル
)
。
る
。
ど
こ
ま
で
「
大
き
く
、

第
3
は
、
咋
宰
否
も
強
く
、
優
麗
な
」
固
有
企
い

3
人
目
の
容
認
ま
で
き
た
業
が
現
実
化
す
る
か
、
土

が
、
震
を
議
し
た
昨
地
、
賞
金
、
労
働
均
技

年
の
山
崖
薮
に
対
し
て
ど
術
な
ど
の
生
産
要
素
市
場

れ
る
か
で
あ
ろ
う
。
ど
こ
ま
で
実
現
す
る
か
が

の
出
版
と
べ
そ
の
採
択
に
争
・
植
民
地
支
配
の
加
害

政
治
的
影
響
力
を
行
停
υ

責
任
を
問
う
歴
史
認
識
を

歴

串

薮

た

。

修

正

す

る

た

め

の

メ

デ

ィ

っ
た
。
'
そ
の
膏
踊
朴
肢
罫
新
し
ア
統
制
が
強
化
さ
れ
、
マ

に
教
科
書
い
日
本
の
歴
史
』 

(
2
0

前
途
と
歴 

1
2年
度
目
。
は
「
満
州
¥
警
に
よ
る
自
主
舗
の

る
議
員
の
菌
の
発
展
」
と
題
し
て
臨
時
警
が
現
れ
て
い
る
。
安

げ
て
歴
史
司
君
事
薬
品
詰
『
五
操
協
倍
民
は
嘗
相
を
退
い
た
後

開
始
し
た
和
』
『
共
存
共
栄 
h

政
権
を
築
い
げ
る
満
州
国
に
は
、
中
国
畏
に
漫
選
番
せ
る
べ
く
政

者
基
本
法
を
本
土
や
朝
鮮
な
ど
か
ら
も
吊
権
の
裏
ぜ
活
発
に
動
い
て

た
の
を
皮
切
多
く
の
入
者
が
続
入
し
‘
い
る
1

こ
れ
が
、
構
州
国

省
の
教
科
書
.
麗
棄
が
急
導

ι

塵
畠
届
に
し
た
。
日
本
か
主
企
業
の
現
実
で
あ
る
。
思
表

違
和
義
科
が
進
伊
ν、
開
拓
国
が
入
好
協
会
的
響
撃
と
揖
甑
の

仇
で
き
よ
植
し

t
h
t

た
。
さ
ら
を
肯
定
的
に
記
述
し
た
。
¥
る
。

邑
分
「
安
倍
一
強
体
制
」
と
盆
画
文
科
大
量
生
語
教

い
わ
れ
た
長
期
政
権
下
事

に
、
日
本
国
民
の
侵
略
戦

終
呉
怒
打
た
れ
ま
し
た
。
倭
は
瞬
と
を
引
用
し
、
仏
教
へ
の
理
解
と
信
仰
を

の
外
交
交
渉
の
た
め 
4
固
に
わ
た
っ
て
示
し
た
の
で
す
。
こ
れ
で
は
摘
の
場
帝

う
い
う
対
策
が
打
ち
出
さ
の
公
正
で
効
率
的
運
用
が
帆
遺
構
使
を
派
遣
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
第
も
文
句
は
い
え
ま
せ
ん
。

W

2
回
講
使 
(
6
0
7年
)
の
国
警
と
の
書
記
ほ
ど
前
、
一
暑
の
聖
明

注
視
さ
れ
る
。
小
あ
っ
た
の
が
「
匙
'
&
夏
子
、
書
王
は
倭
に
仏
像
や
経
典
を
送
り
ま
し

H

地
域
別
成
長
の
ケ
を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
季
、
震
た
。
中
国
の
霊
寵
控
仏
典
の
漢

語
嵩
東
低
」
そ
し
山
き
や
」
と
い
う
一
文
で
す
。
こ
れ
を
読
訳
が
進
語
、
仏
教
が
東
ア
ジ
ア
の
世
界

w N w w

て
「
喜
北
低
」
現
小
ん
だ
階
の
警
は
「
棄
の
書
に
無
礼
義
に
な
っ
た
こ
と
を
一
伝
え
よ
う
と
し

象
が
現
れ
て
い
る
。 

あ
り
」
と
い
っ
て
怒
っ
た
と
い
い
ま
す
た
の
で
す
。

F

東
北
経
済
の
再
活
性 

が
、
何
か
無
礼
だ
っ
た
の
で
し
ょ
ラ
か
。
し
か
し
政
治
制
度
と
は
異
な
り
、
新

化
も
注
目
さ
れ
る
。
山 

「
日
没
す
る
処
」
と
い
う
人
も
い
ま
た
な
宗
教
を
受
け
入
れ
る
の
は
容
易
で

(
井
手
啓
一
二 

畏
輔
い
す
が
、
問
題
は
や
は
り
「
天
子
」
で
し
.
は
あ
り
ま
せ
ん
。
倭
の
豪
族
の
中
に
は

大
学
・
立
事
実
学
…
ょ
う
。
第
1
量

窓

議

長

わ

「

い

ま

改

め

て

棄

を

ま

、

襲

む
か
で
あ
ろ
う
。

進

む

重

量

…

計
曹
の
終
了
年
度
で
あ

N N vN w m W W

r

っ
た
後
、
中
国
や
朝
鮮
の
先
進
的
な
制
の
怒
り
を
致
す
」
と
排
仏
を
唱
え
る
者

度
に
倣
い
、
政
治
理
念
を
明
文
化
し
、
も
い
ま
し
た

官
伸
潤
度
字
詰
補
し
た
倭
は
九
自
ら
「
天
そ
ん
な
な
か
、
倭
の
地
に
棋
を
下
ろ

子
」
》
認
し
て
惰
に
対
等
な
外
交
関
係
し
、
仏
教
の
普
及
に
努
め
た
一
族
が
い

柔

め

た

の

で

す

。

ま

し

た

。

「

大

霊

会

(

中

国

系

葉

山
で
は
、
「
日
没
す
る
処
」
は
無
礼
で
み
司
馬
遼
等
の
一
族
で
す
。
達
等
が

小
は
な
か
，
っ
た
の
で
し
ょ
う
か 
0
5世
紀
大
和
の
園
に
草
堂
を
結
び
、
本
尊
を
安

川
の
初
め
に
漢
訳
さ
れ
存
強
蕃
『
大
智
置
し
て
礼
拝
を
始
め
る
と
、
崇
仏
派
の

o

小
度
警
に
、
こ
ん
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。
蘇
我
氏
は
こ
れ
を
支
援
し
、
遺
等
の
娘

吋
百
出
る
処
、
建
れ
墓
ベ
暴
す
る
・
嶋
は
5
8
4年
、

重

稽

・

審

判
処
、
ョ
是
れ
西
方
」
。 

倭
は
、
情
が
仏
教
の
得
度
を
受
げ
て
、
日
本
で
最
初
の
出

家
者
・
善
信
尼
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
の
勢
一
安
静
や
孫
の 
b
朴

は
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
に
活
躍
し
ま

じ
た
。
止
利
が
6
2
3年
に
造
之
住

睡
寺
審
釈
迦
三
尊
像
の
治
献
に
は
、

「
司
馬
く
載
。
時
止
利
傍
師
」
と
、

そ
の
名
が
翠
涼
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
渡
来
人
た
ち
の
活
腫
に
よ

っ
て
ミ
倭
は
民
族
宗
教
の
殻
を
脱
し
、

内

仏

教

へ

の

理

解

と

信

仰

を

探

め

て

い

つ

た
の
で
す
。

の
名
(
拓
本
)

位
法
政
大
学
回
目
安
化
学
襲
理

鈴

木

靖

日
中
文
化
交
滅
史

賜

帝

は

な

ぜ

怒

っ

た

の

か

?

5
中
国
系
漉
燕
人
と
仏
鞍

5
8
9年
、
摘
が
中
圏
全
土
を
統
一
の
力
を
借
り
て
圏
を
治
め
て
い
る
の
を

じ
~
長
く
続
い
た
南
北
令
裂
の
時
代
に 

知
っ
て
い
た
の
で
、
わ
ざ
と
こ
の
言
葉

F
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